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第４章 地域公共交通の基本的な方針 
 
１ 計画の基本的な方針 

  上位・関連計画で示される将来像や基本理念などを踏まえるとともに、本市の地域特性や

公共交通の課題を踏まえ、本計画の基本方針と基本方針に基づく目標を設定します。 

 
計画の基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■まちの価値を高める公共交通の充実 

市民の暮らしを支え、交流を促し活気を創出する公共交通の実現 

【計画の基本方針】 

誰もが公共交通を利用して気軽におでかけでき、市民の暮らしを支えるとと

もに、人と人との交流が生まれ、誰もが住みやすく、子育て環境の充実や健康

増進、地域経済の発展など活気とにぎわいを創出し、まちの価値を向上できる

よう、市民・事業者・行政が共に創り支え合う利便性・快適性の高い持続可能

な公共交通体系の実現をめざします。 
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計画の目標 

 

目標１ 市民の移動ニーズを踏まえた公共交通 

   ●多様な交通手段の組み合わせによる公共交通体系の構築 

●各拠点から刈谷駅周辺への移動しやすい南北幹線及び地域路線ネットワークの構築 

   ●各地域の生活圏内を移動しやすい地域内交通ネットワークの充実 

   ●近隣市町のコミュニティバスなどと連携した広域的ネットワークの充実 

 

目標２ 市民・来訪者が便利に使い続けられる公共交通 

   ●待合環境・乗継環境の改善による利便性の向上 

●誰もが利用しやすい公共交通環境の充実 

●公共交通に関する積極的な情報提供 

   ●ＩＣＴなどの新技術も活用したＭａａＳの推進 

 

目標３ 市民・事業者・行政が共に創り支え合う持続可能な公共交通 

   ●公共交通の利用促進に向けた意識啓発 

●市民や事業者との連携による公共交通の充実 

   ●バリアフリーの推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■本市の公共交通の課題と基本方針・目標との関係 

 



72 

２ 将来の公共交通ネットワーク 

  将来都市構造を支える公共交通軸となる持続可能で利便性・快適性の高い公共交通ネット

ワークを構築するため、交通手段別の位置づけとネットワークのイメージを以下のように定

めます。なお、公共交通ネットワークについては、事業の進捗状況などに応じて段階的に見

直しを行うものとします。 

 

■移動手段別の位置づけ 

幹

線

交

通 

鉄 道 

【ＪＲ東海道本線・名鉄名古屋本線】 

●地域公共交通の幹線軸（東西軸）に位置づけ 

【名鉄三河線】 

●地域公共交通の幹線軸（南北軸）に位置づけ 

幹線バス路線 
●市北部と刈谷駅周辺を結ぶ幹線軸（南北軸）として位置づけ 

 （北部地域の生活圏と幹線道路の状況を踏まえ２路線で設定） 

隣接市町連絡路線 ●隣接市町への連絡路線として位置づけ 

生

活

交

通 

地域路線 

支線バス 

路線 

●地域と幹線交通を結ぶ路線として位置づけ 

●生活圏域がつながる隣接市町への連絡路線とし

て位置づけ 

地域内 

交通 

●各中学校区程度の範囲毎に、日常圏内の移動支援

を行うものとして位置づけ 

例：デマンド交通等 

※運行形態については、地域の実情に応じて設定 

タクシー ●個々の様々な移動手段として位置づけ 

その他の移動手段 ●必要に応じて多様な交通手段（企業バス等）の活用も検討 
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■公共交通ネットワーク 


